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柏市史編さん委員会策定「柏市史編さんの基本的な考え方ʷ市史編さん基本方針ʷ」（平成２８年５月２３日決定）より

• ４ 市史編さん事業の目的
市史編さん事業の目的は次のとおりとする。

• (1) 近世・近代における行政の区分を超え，広い視野から柏の歴史的な位置を明らかにする。

⇒俯瞰的視点で歴史をとらえること。

• (2) 市民が地域理解を通じて愛郷心を高める基盤とし，継続的に市民自らが行うまちづくり
に役立てる。

⇒市民が使いこなし，まちづくりに役立つ事業であること。

• (3) 新たに確認された歴史資料の検証を通して，柏の歴史や伝統文化を改めて見直すことに
より，本市の発展及び文化の向上に資する。
⇒過去・歴史をヒントに，市民とまちの発展をさせていくこと。

• (4) 柏に関する古文書・考古資料・写真・金石史料・伝承等の有形・無形の歴史資料を整
理・保存・管理し，後世に伝えるとともに，現在及び将来の活用を図る。
⇒現在だけでなく将来も活用できるよう，有形無形の文化財を大切に保存すること。

柏市における市史編さん事業の目的（再確認） ʷ１ʷ



年度 内容

平成12年 旧柏市側にて『柏市史』完成。
通史編さん事業の一応の終結により，柏市史編さん委員会解散。

平成17年 旧沼南町との合併。
⇒同町部分の編さん事業継続のため同委員会復活。
⇒沼南通史刊行を目的に資料集等，市史刊行事業再開。
『柏市史（沼南町史 近代史料）』（H19）
『柏市史（沼南町史 史料集金石文Ⅲ』（H21)
『柏市史研究 創刊号』（H23)
『柏市史研究 第2号』（H25)
『柏市史（古代・中世文献資料）』（H27)
『柏市史（原始古代中世 考古資料）』（H30)

令和4年 平成17年度からの事業の集大成として『沼南通史』刊行

柏市史編さん計画の経緯 ʷ２ʷ



平成29年度時の柏市史編さん計画～『沼南通史』後～

平成29年度第1回柏市史編さん委員会
（4/25）会議資料より。

・ただし刊行順番や時期については未定。

ごとに，研究者や市民から個別要請あり。

・吉田家文書史料集や史料集近現代編
（旧柏市），芳野金陵史料集，市史研究
（かしわの歴史-柏市史研究-第3号）等が
計画化。
・ただし刊行順番や時期については未定。
・上記以外にも各時代・各分野・テーマ
ごとに，研究者や市民から個別要請あり。

ʷ３ʷ



柏市史編さん事業を取り巻く課題

•市民，市職員の理解・関心度向上（参考資料１）
•知識・技能の承継問題（参考資料２）
•旧柏市の戦後史及び，最新の情報や研究を反映・
包含した『新・柏市史』（柏市史改訂版）刊行

柏市教育委員会として
柏の歴史を途絶えさせることはできない。

令和3年度第1回柏市史編さん委員会 副委員長意見：
「柏市史，沼南通史の刊行をもって市史は完結したとの認識は改めてい
ただきたい。柏市史近代編は戦争（敗戦）で終わっている。柏が一番変
化を遂げた戦後の高度成長や現在までの記述を全くやっていない。戦後

の資料を集め，通史をきちんと刊行してほしい。」

ʷ４ʷ



今後の市史（『新・柏市史』）刊行事業構想
• 一般的に『通史』更新は約３０年サイクル（２０～４０年）。今年は…
• 『柏市史（旧柏市）』完成から２３年経過。
• 『沼南通史（旧沼南町）』完成年。（記述上はごく一部だが旧柏市域も新規に触れている）

『新・柏市史』刊行を２０年後（２０４３年）とする場合の
事業スケジュールイメージ

事業の持続可能性
ー市民がより期待・応援したいと思える

「足腰の強い」事業へー

２０２３年

２０３３年

２０４３年

前半１０か年
⇒新・柏市史刊行のための

裾野拡大・基礎研究
【メイン】
〇市民啓発・活用事業による
市民の歴史ファン化
〇市民や地域との協働（保
存・修復等）
〇職員や有識者等の育成・掘
り起こし（人づくり）
【サブ】
〇郷土史研究の継続（有識者
等トップランナーによる知恵
の継承）

『新・柏市史』完成（予定）

後半１０か年
⇒本格的刊行事業

【メイン】
〇『新・柏市史』を視野に入
れた資料集（本格的調査）と，
改訂版通史の刊行
【サブ】
〇これまで以上に市民が親近
感や興味を感じるようになっ
た，史料保存活用事業の展
開・支援（より幅広い市民や
地域，企業等らも歴史事業を
担う時代へ）

ʷ５ʷ



当面５か年の市史編さん事業の方向性（案）
• 市史編さん事業において，「市史刊行事業」と「史料保存活用事業」は両輪一体。

市史刊行事業
（専門研究）

●研究誌（P50～100・1C）の刊行（毎年もしくは隔年）
・Ｈ２９計画時の市史研究誌『かしわの歴史ー柏市史研究ー１・2
号』の後継として，紀要的な刊行物を制作し，各時代それぞれの調
査・研究を継続（目的：専門性の保持と新情報・新説の発表）。
・論文集という特性上，執筆者間の調整・全編統一化業務等ほぼ要し
ないため，コンパクトな事業化（＝定番化・継続化しやすい。）

史料保存活用事業
（市民向け活動）

●史料整理・修復ボランティアの拡大（市民協働事業）
●史料保存技術（防虫防カビ・災害等）・検索性（収蔵史料
のデータベース化）の向上
●歴史写真展や企画展等，既存事業の情報発信力強化
●市民のニーズに応える，Webコンテンツの企画と公開史料
の拡充
●学校授業での教材化（郷土史情報・史料のデジタル提供）
●文化課職員等が学校へ出張して行う郷土史教育の支援・
パッケージ化（学校現場への人的支援）
●市職員・教師の啓発研修，自己研さん
●文化財保存活用地域計画における具体事業の立案・支援・
調整対応（参考資料３）

ʷ６ʷ



令和５年度の市史刊行事業について

• 沼南通史刊行事業終了及び，現委員任期満了（令和5年6
月30日）をもって，柏市史編さん委員会は休会。
―柏市附属機関等組織運営要領 第４条 次の各号に掲げる項目に該当す
る場合は，原則として附属機関及び懇談会を廃止又は統合するものとする。
(1) 所期の目的が既に達成されている場合

• ただし常設の組織体制ではないが柏の歴史を絶やさない
よう有識者の方々には随時，参与として委嘱させて頂き，
引き続き専門的見地から指導助言，調査執筆等を頂く。
―令和6年度からの研究誌刊行事業（調査・執筆・印刷製本）に向け，令和
5年度中にそのテーマ選考方法等を協議する会議を数回開催予定。
（例：未完の旧柏市戦後史もとらえた『新・柏市史ー現代編ー』（昭和・
平成・令和の百年間）の先行・優先刊行を踏まえたページ構成等）
―その他，史料保存修復・市民啓発事業等に関する指導・助言。

• 令和6年度からの刊行事業準備業務（企画・予算措置）。

ʷ７ʷ



参考資料



資料1-1）市民の歴史分野に対する認識

Ｑ．柏市のイメージについてお答
えください。（令和2年度まちづ
くり推進のための調査）

・「歴史的な文化財が多い」につ
いて「あてはまる」+「ややあて
はまる」と回答した積極的評価層
は12％。
・他の評価項目との相対的位置づ
けも低いのが現状。

市民に歴史的な地域資源
やその魅力が，十分に浸
透されていない。

ʷ９ʷ



資料1-2）市民の歴史分野に対する認識
Ｑ．柏市は次の活動やイベントが盛んだと思いますか。

（令和2年度まちづくり推進のための調査）

・「歴史や文化財めぐりなどの文化活動」について「そう思う」+「どちらか
といえばそう思う」と回答した積極的評価層は17.8％。
・これも他の生涯教育活動との相対的位置づけは低い。

市民感覚では，柏には地元の歴史を知る機会や接点
（コンタクトポイント）がまだ少ないという受け止め。

ʷ１０ʷ



資料1-3）市職員の歴史分野に対する認識

・仕事柄，地元情報に詳しい
はずの市職員へ全庁アンケー
ト実施。（庁内ネットワーク
使用により2,972人中回答者
1,286人。回収率43.3％ R4.6.9
～R4.6.15）

・全18件中，一人当たり平均
認知率24.8％（4.5件）。

↓
一般市民はその半分，場合に
よっては認知率一桁％の可能
性も？

1 旧吉田家住宅は，国の重要文化財。

2
柏駅東口の通称ダブルデッキは，全国初のペデストリア

ンデッキ。

3 市内には，旧日本軍の基地や飛行場があった。

4 市内には，二番街（商店街※）はあるが一番街はない。

5
市内には，日本三大怨霊の一人でもある平将門（たいら

のまさかど）ゆかりとされる寺社や伝説がある。

6
江戸時代，柏市のおおむね西側半分は幕府の馬牧場だっ

た。

7 市内には，古墳がある。

8 市内には，貝塚がある。

9 篠籠田に，三匹獅子舞という伝統行事がある。

10
江戸時代，江戸の街では手賀沼ブランドは高級品（うな

ぎ・カモ）。

11 かつての手賀沼は，ひらがなの「つ」の形をしていた。

12
市内には，縄文時代より前の，旧石器時代までさかのぼ

る遺跡・遺物がある。

13 布施弁天はかつては，成田山をはるかにしのぐ観光地。

14
柏市の「柏」の由来は，まだ不明・諸説ありという状

況。

15
市内には関東の雄として知られる戦国時代初期の武将・

太田道灌（おおたどうかん）が戦った古戦場がある。

16
市内鷲野谷（わしのや）地区には中世(鎌倉時代～戦国

時代）的景観を残す，全国でもまれなエリアがある。

17 つくばエクスプレス計画は，大正時代にもあった。

18
柏市が所有する古文書や古写真等の記録資料数は，県内

トップクラス。（参考情報：計約１５万点）

せめて市職員なら知っ
ててほしいと期待され
る郷土史情報も，十分
浸透していない。

ʷ１１ʷ



資料1-4）市職員の歴史分野に対する認識
市職員対象の郷土史情報認知状況アンケートのクロス集計結果

年代別 市内小中学校の
通学経験

・年代別にみると，市職員としてキャリア・在職経験（豊富な人生経験）を重
ねると，自ずと郷土史（含めた地元情報）にあかるくなるようである。
・市内小中学校通学経験の有り・無し別にみると，8.8ポイントの差がみられる。
社会科授業等の中で触れた経験が，地元情報認知率に影響していると思われる。

「学校教育」，そして子ども（子育て世代）にとって「咀嚼しやすい情
報・体験機会」を提供することは，市民がより力強く後押ししてくれる
市史編さん事業の遂行上，重要事項の一つと考えられる。

ʷ１２ʷ



資料1-5）学校現場の実情―市内小学校の場合ー

国語 図工
算数 道徳
理科 音楽
社会 家庭科
体育 部活

従来的（昭和的）
授業科目

外国語（英語）

情報・ネットリテラシー教育

プログラミング教育

外国籍児童の日本語教育

アレルギー児の個別対応知能や発達面で配慮を要する児童への対応

インクルーシブ（障害児）教育

不登校児童

近隣住民へのコミュニティースクール運営

虐待・育児放棄世帯

性自認・ＬＧＢＴ教育

原子力・放射能教育

金融教育 消費者教育

キャリア教育

ハンセン病教育

拉致問題・領土教育

病欠等欠席児童へのオンライン特別対応

総合的な学習

柏市教育委員会（指導課）調べ●現代版（令和的）授業内容（一部）

学校現場は教師も児童も手いっぱい！

ʷ１３ʷ
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個別対応



資料1-6）学校と文化課の連携強化

学校教師 文化課

児童教育・指導の技術 〇 ×

日本史習熟 〇 〇

柏の歴史習熟 × 〇

得意・不得意分野を補完し合い，学校・教師側の支援役として，郷土史
教育（知る・触れる・体験する）の授業パッケージ化を目指す。

土
器
・
勾
玉
づ
く
り
体
験

昔の生活・米づくり授業

市内大学との連携による，若
者視点の市内歴史・文化財Ｐ
Ｒ手法研究

ʷ１４ʷ



資料2）知識・技能の承継問題

令和元年度第1回柏市史編さん委員会
□委員⾧意見：
「古文書の学芸員はどこの市でも育っていない。…
できるだけ⾧く専門的に関われる学芸員配置も，事
務局では考えて頂きたい。」

⇒専門性を有する市職員の不足

□委員意見：
「史料保存活用事業は，我々世代で固定化している
のが課題。若い世代の取り込み・育成（が必要）」

⇒市民レベルの歴史保全・継承活動者の担い手不足

ʷ１５ʷ



資料３）柏市文化財保存活用地域計画

• 古文書や古写真，記録資料含む文化財の保存活用（ソフト
事業メイン）について，国が補助金や専門人材派遣等，資
金的・人材的支援をする制度。

• 文化財保護法改正（平成30年度）を受け，従来は国・県・
市等が指定するものしか公的支援ができなかった文化財行
政から，例えば路傍のお地蔵さんでも地域にとって貴重な
宝であれば（未指定文化財），その保存・活用に国庫投入
も可能な革新的な制度。

• ただし，その制度活用については自治体行政だけでなく，
地元歴史サークルや保存団体，自治会等の地域・地縁団体，
企業等がそれぞれ主体的に役割分担を担うことが条件。

• また，自治体の歴史・文化財的地域性を踏まえた計画の策
定と承認が必要。

• 本市では令和5年度（5月予定）計画承認に向け，これまで
柏市文化財保存活用地域計画作成協議会を随時開催し，意
見聴取しながら策定中。

ʷ１６ʷ



地域計画・文化財ＡＲ事業イメージ（具現事業・先行事業として検討中）

小学校Ａ 小学校Ｂ

社会福祉
協議会

ＡＲ：Augmented Reality（拡張現実）：スマホやタブレット等デジタル機器を現地でかざすと，
現実にはない，かつての城郭や寺社，偉人等が画面内に再現投影，説明するシステム

Ｂ社

大 学

文化課

指導課 商工
振興課

市民活動
支援課

農政課

地域内の文化財

資金提供
ニーズ・素材提供

地域貢献＆売上貢献プログラム・ノウハウの提供
（大学監修の職場体験・社会科見学等提案）

イメージアップ，来店
頻度・売上増

ＡＲコンテンツ提供

スポンサー

学校・地域

・文化課は庁内外の調整を取り
まとめつつ，事業が軌道に乗る
よう国の補助メニュー・制度等
を活用。
・補助金頼み・行政依存の活動
に陥らないよう，自走可能な文
化財保存活用事業へ
（全員がWin-Winの関係性）

資金提供

地元サー
クル

事業管理者
（デジタルコンテン

ツ開発者）

Ａ社

図書館 都市
計画課

経営
戦略課

ʷ１７ʷ




